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奏低音」であるように感じられた。
　ところで、評者は本書を「関心のある章やコラムから読んでもいい」と書いたが、改め
て章立てを見返すと、法や条例に基づく公文書管理の解説の後、身近な世界に目を転じて
家族や学校という暮らしの中の記録の大切さをテーマとし、読者が「アーカイブ」のイメー
ジを広げたところで、その語の歴史と意義を説くという流れになっている。ここに、本書
の意匠を感じる。一方で、興味深い各論考に入る前に、「アーカイブ」の意義という本書
を貫くテーマをいちはやく読者に伝えるために、第 3 章に相当する章を冒頭に置く構成も
あったかと思う。また、各章冒頭に導入部分を設け、本書のテーマと各章との関連が簡潔
にまとめられていれば、初学者にとってより一層読みやすい書になっていたのではないか。
これらは私見に過ぎないが、各章の多様性を生かしながら、本書の特性をより際立たせる
別の意匠も考えられたのではないかと思う。
　編著者の一人である小川氏は、本書の「はじめに」で、公文書管理をめぐる昨今の不祥
事による「憂うべき現在に何か物申さなくてはならない」との思いが刊行意図であると述
べている。本書にはストレートにこのような事態を取り上げた章はなく、戸惑う読者もい
るかもしれない。もちろんそのような論考があってもよかっただろう。
　しかし、評者は、この「アーカイブ」の本来の、本質的な意味について読者一人ひとり
が思索を深め、胸に落とし、血肉と化していくこと、まさにそのことが「物申す」力にな
るのではないかと思う。評者にとって、本書との出会いは、アーカイブの意義に常に立ち
返りつつ歩みを進めることの大切さを確かめる機会となったということを、最後に記させ
ていただきたい。
90
